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次
に
掲
げ
る
表
は
一
九
ニ
九
年
.の
總
配
給
費
に
關
す
る
五
氏
の
評
員 

て
あ
る
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配
給
費
に
關
す
る
限
り

最
も
權
威
あ
る

資
料
を
發
表
し
て
い
る 

H
w
e
n
t
i
e
t
h
l

 

C
e
n
t
u
r
y

 F
u
n
d

は
次
の
如
く
そ
の
意
見
を
表
明
し
て 

い
る
。

「

配
給
の

分
野
を
全
-體
と
し
て
み
る
と
き
、

此
の
過
程
が
費
用
の 

大
い
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
こ
と

.は
明
ら
か
セ
あ
る
。

し
か
し
乍
ら
.可
の 

程
度
を
も
っ
て

多
過
ぎ
る
と
な
す
か
は

斷
言
し
え
な
い
。
吾
々
は

確
信
を 

も
っ
て

配
給
に
は
.無
駄
が
あ
る
と
云
い
う
る
が
、
し
か
し
吾
々
は
全
體
と 

し
て
そ
の 

一
％
も
削
減
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
又
そ
の
一
部
分
す
ら
も 

こ
れ
を
節
約
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
否
吾
々
は
配
給
は
生
產
に
比
し
て
多 

少
と
も
浪
費
的
で
あ
る
と

1K

う
こ
と
す
ら
或
る
い
は
云
え
な
い
か
も
し
れ
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ァ
ル
ダー

ス
ン
氏
ば
、
■
㈠國
民
生
產
に
對
す
る
割
合
で
の
配
給
費
は 

合
衆
國
に
お
け
る
工
業
化
が
開
始
さ
れ
て
以
來
着
實
に
上
.
#
し
た
後
は
か 

.な
り
ょ
く
安
定
し
て
來
た
。
⑶
財
貨
一
個
當
り
の
配
給
費
は
安
萣
價
格
で 

測
定
せ
ら
れ
た

.と
き
此
處
數
年
間
は
低
下
し
つ
つ
あ
る
。
闫
經
濟
の
多
く

.

の
分
野
に
お
い
て
消
費
者
價
格
に
對
す
る
割
合
と
し
て
の
配
給
費
は
此
の 

.
三
0
年
間
に
か
な
り
の
減
少
を
み
せ
た
。

H
特
に
廣
吿
費
は
第
二
次
大
戰 

以
前
の
そ
水
ょ
り
も
國
民
所
得
に
對
す
る
割
合
で
は
一
層
低
い
比
率
を
示 

し
て
い
る
、
と
め
べ
て
い
る
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H

ブ
ス
テ
ィ
ン
氏
の
調
査
は
次
の
如
く
報
告
し
て
い
る
。
卽
ち
一
九 

ニ
四
年
か
ら
一
九
二
八
年
に
關
す
る
限
り
製
造
業
の
場
合
で
は
、
資
本
金 

一
七
一
、
〇
〇
〇
ド
ル
以
下
の
小
企
業
の
平
均
利
益
串
は
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%

、 
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れ
に
反
し
一
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三
31
-
0
萬
ド
ル
の
資
本
金
を
有
す
る
大
企
業
で
は

 

一
0 • 

四
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、
卸
商
業
で
は
、

一
三
八
、
〇
〇

0
ド
ル
以
下
の
小
企
業
は
一
ー
丨 

一.ニ 
％
、
ニ
〇

0
萬
ド
ル
以
上
の
大
企
業
は
九
％
、小
賣
商
業
で
は
八
九
、

〇
〇
〇

p-
.ル
以
下
の
小
企
業
は
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〇
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ド
ル
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植
民
地
時
代
末
期
の
經
濟
變
動
の
問
題
を
解
明
す
る
爲
に
は
、
植
民
地
經
濟 

の
重
耍
な
部
門
た
る
農
業
の
狀
態
を
獨
立
戰
爭
に
先
立
っ
一
一
〇
年
間
に
亙
っ
て 

分
析
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
佛
印
戰
爭
時
代
は
好
況
期
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

一
七
五
五—

一
七
五
九
年
の
農
產
物
價
格
は
變
ら
な
い
の
に
對
し
て
、
他
の
殆 

ん
ど
凡
て
の
商
品
價
格
は
昂
騰
し
、
農
民
の
支
出
は
明
白
に
增
大
し
て
ゐ
る
他 

方
、
所
得
は
遲
れ
を
17K
し
て
ゐ
る
。

一
七
五
九
丨
一
七
六
◦
年
の
•農
產
物
價
格 

の
箸
し
い
上
昇
に
ょ
る
農
業
の
繁
榮
は
、

一
七
六
一
年
及
び
翌
年
の
旱
魃
に
ょ 

り
中
絕
し
、
賃
銀
下
落
に
惱
む
都
市
の
下
層
民
及
び
偾
務
を
負
ふ
農
民
か
ら
不 

滿
が
上
っ
た
が
、
特
に
邊
境
か
ら
は
救
濟
を
求
め
る
請
願
が
議
會
に
溢
れ
た
。

.
一
七
六
三
年
の
ポ
ン
テ
ィ
ア
ッ
ク
の
叛
亂
は
邊
境
就
巾
。へ
.ン
シ
ル
ヴ
ユ
ニ
ア
の 

邊
境
を
苦
境
に
陷
れ
た
。
こ
の
農
業
不
況
は
同
時
に
農
民——

農
產
物
を
輸
出 

す
る
都
市
商
人----------------

イ
ギ
■'
;

ス
商
人
と
い
ふ
關
係
を
次
々
と
1 ,
化
せ
し
め
た

書
評
及
び
紹
介

他
方
戰
後
の
不
況
は
事
態
を
一
層
惡
化
し
た
と
は
云
へ
、
農
業
に
著
し
い
影
響 

を
與
へ
な
か
っ
た
。

一
七
六
三
年
に
は
總
て
の
重
要
な
農
產
物
價
袼
は
戰
時
よ 

り
高
く
、
畜
產
物
の
缺
乏(

特
に
軍
需
用
の
興
れ)

は
痛
感
さ
れ
た
。

一
七
六 

四
年
に
な
っ
て
も
海
外
市
場
は
貧
弱
だ
っ
た
が
、
餘
剩
農
產
物
の
主
耍
市
場
が 

外
國
市
場
だ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
國
內
市
場
の
生
活
資
料
價
格
が
維
持
さ
れ
た 

の
は
何
故
か
。
私
拿
捕
の
！
；止
、
獲
作
、
戰
後
の
運
賃
.
保
險
料
の
下
落
に
よ 

つ
て
海
外
貿
易
は
急
激
に
增
大
し
た
。
ア
メ
リ
ヵ
.の
轍
入
業
溝
は
ア
メ
リ
ヵ
に 

商
品
を
運
ん
だ
船
舶
が
空
荷
で
歸
る
よ
り
は
復
航
货
物
を
滿
載
す
る
を
有
利
と 

考
へ
た
。
期
く
て
か
か
る
贸
易
の
伸
長
は
農
產
物
の
强
力
な
需
要
を
創
出
し
て

行
っ
た
。
 

■

戰

後

の

賃Q

困
難
は
不
作
に
よ
っ
て
所
得
が
減
少
し
た
時
に
經
濟
的
負
擔 

1ハ
看
大
し
た
爲
で
あ
る
。
特
に
ニ
ユ
ー
•
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
農
業
生
產
力
が
低 

く
、
通
貨
收
縮
政
策
が
し
わ
よ
せ
さ
れ
た
地
方
で
は
税
の
負
擔
は
蜇
く
暴
動
さ 

へ
起
っ
た
。
中
部
で
は
農
村
の
祖
稅
負
擔
は
必
ず
し
も
重
か
っ
た
と
は
云
へ
ず 

ニ
ユ
ー.

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
機
な
®

の
不
滿
は
見
ら
れ
な
い
。
ベ
ン
シ
ル
ヴ 

ユ
ニ
ア
の
騷
擾
2

七
六
四
年)

の
原
因
は
西
部
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
の
係
带
、
 

土
地
投
機
及
s

^
_

CO
K
支
拂
に
ぁ
り
、
ユ
ユ
ー
ョ
丨
ク
の
f
地
農
の
暴
動 

(

一
七
六
五
丄
七
六
六
年)

は
彼
等
の
土
地
所
有
を
限
ん
だ
大
上
地
所
有
ヵ 

ら
の
解
放
を
企
て
た
も
の
で
、
經
濟
的
困
難
と
は
結
び
付
い
て
ゐ
な
い
。

一
七. 

六
三
年
以
降
の
豐
作
、
ニ
ユ
ー
.
ヨ
ー
ク
や
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
於
け
る
國 

內
品
の
價
格(

騰
貴)

と
轍
入
品
償
格
と
の
背
馳
に
よ
る
農
民
所
得
の
增
大
が 

見
ら
れ
る
。
農
產
物
.
畜
產
物
及
び
鹽
•
糖
蜜.

ラ
ム
酒.

農
機
具
.
衣
料
品 

等
の
價
格
を
檢
討
す
る
と
、
農
民
の
支
出
は
單
位
產
出
當
り
收
入
に
關
し
て
減 

少
し
て
ゐ
る
。

一
七
六
九
年
以
後
は
商
人
も
好
況
を
取
戾
し
、
農
民
も
農
產
物

七
一.

(

五
六
九)



三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
八
卷
.
第
七
離

價
袼
の
絕
對
的
*
相
對
的
騰
貴
に
よ
り
繁
榮
に
興
っ
た
。

1

七
六
四—

一
七
七
五
年
の
農
産
®

格
の
騰
貴
は
生
と
し
て
海
外
需
要
，の 

增
大
に
よ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
一
七
六
四
年
の
不
作
を
境
に
食
料
の
'®
入
國
に
轉 

じ
、
議
會
は
ァ
メ
リ
ヵ
穀
物
の
免
稅
轍
入
を
許
す
べ
く
穀
物
法
を
改
正
ハ
ー
七 

六
六
牢)
し
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
は
增
大
す
る
內
外
の
需
要
に
應
じ
て
ア
メ
リ
ヵ 

の
食
料
品
を
求
め
た
。

一
七
六
五
丨
一
七
六
九
年
の
ニ
ュ
I •

ョ
I
ク
就
中
プ 

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ァ
の
輸
出
額
增
犬
は
主
に
南
歐
向
穀
物
の
輸
出
增
大
に
よ
る
も 

の
で
あ
る
が
、
ボ
ス
ト
ン
の
其
れ
は
西
印
度
向
■
出
の
增
大
の
爲
で
あ
る
。

扱
て
我
々
は
同
時
代
人
の
意
見
を
分
析
せ
ん
と
す
る
時
、史
料
の
制
約
か
ら
、
 

農
民
で
な
く
、
時
に
は
農
民
の
利
益
に
正
面
か
ら
對
立
す
る
人
々
の
證
言
に
依 

存
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
植
民
地
の
煽
動
者
が.「

人
民
の
貧
困」

を
諭
じ
農
民
の 

.
慘
狀
を
豫
言
し
た
の
は
政
治
的
意
圖
あ
っ
て
の
事
で
あ
る
。
砂
糖
條
令
が
修
正 

さ
れ
印
紙
條
令
が
廢
止
さ
れ
た
後
は
、
.農
業
不
況
に
っ
い
て
の
雪
日
は
比
み
、
 

不
滿
は
都
市
か
ら
、
物
價
騰
貴
*
食
料
缺
乏
及
び
生
活
費
昂
騰
に
關
し
て
起
っ 

た
。

ニ
ュ
I 
.
ョ
I
ク
で
は
或
る
者
は
農
業
從
事
渚
增
大
に
よ
る
農
產
物
價
の 

引
下
げ
を
論
じ
、
或
る
者
は
歐
州
へ
の
小
麥
等
の
輸
出
に
よ
っ
て
農
！̂
は
都
市 

の
貧
民
の
犠
胜
に
於
て
富
ん
で
ゐ
る
と
非
難
し
、
更
に
他
者
は
穀
物
輸
出
の
禁 

止
を
要
求
し
た
。
併
し
植
民
地
議
會
は
食
料
品
價
格
の
騰
貴
を
止
め
る
何
等
の 

有
効
な
措
®
を
と
ら
ず
、
市
民
の
抗
議
は
績
け
ら
れ
た
。
併
し
か
か
る
抗
議
は 

決
し
て
人
遒
主
義
的•

搏
愛
主
義
的
な
も
の
か
ら
出
た
の
で
は
な
い
"
重
商
主 

義
者
は
生
計
費
乃
至
生
活
水
準
の
低
い
事
は
生
產
費
を
低
下
さ
せ
る
に
有
利
で 

あ
る
と
考
へ
た
し
、
納
税
者
は
物
價
を
勝
貴
名
せ
る
救
貧
税
の
晶
騰
を
喜
ば
な 

か
っ
た
。
商
人
は
物
債
の
高
い
の
を
嫌
ひ
、
農
民
の
貪
欲
を
非
難
し
た
。
併
し 

手
工
業
者artisans 

a
n
d

 m
e
c
h
a
n
i
c
s
、

小
職
場
主
及
び
不
撕
練
洛
修
乾

七
—'
;1

(

五
七
〇)

は
生
計
が
困
難
な
の
で
議
會.
の
食
料
品
價
袼
の
騰
貴
を
抑
へ
る
措
®
を
支
持
し 

た
。
マ
サ
チ.
ュ
セ
ッ
ッ
は
小
凌
及
び
小
麥
紛
生
產
に
獎
勵
金
を
興
へ
た
が
、
之 

は
輸
出
向
ス
テ
ー
プ
ル
の
生
產
を
發
展
さ
せ
、
併
せ
て
食
料
自
給
を
計
ら
ん
と 

.

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
地
方
的
消
費
を
統
制
し
、
市
民
の
不
滿
を
取
除
か
ん
と 

し
た
の
は
市
政
府
で
あ
っ
た
。

ニ
ュ
I .

ョ
ー
ク
市
は
安
價
に
食
料
品
を
供
給 

す
る
公
設
市
場
制
に
失
敗
し
て
、
小
賣
價
格
を
低
下
さ
せ
る
嚴
重
な
規
制
措
厨 

に
着
手
し
た
。
ボ
ス
ト
ン
も
ニ
ュ
I 

•
ョ
I
ク
に
倣
っ
て
公
設
市
場
制
を
强
化 

し
た
。
併
し
乍
ら
責
手
市
場
は
投
機
を
刺
戟
し
、
商
人
は
食
料
品
が
市
場
に
到 

着
す
る
前
に
買
占
め
ん
と
し
た
爲
屢
t
重
大
な
食
料
不
足
を
惹
起
し
た
。
こ
の 

爲
ボ
ス
ト
ン
で
ば
一
七
六
九
年
に
貢
占
を
防
ぐ
方
法
を
硏
究
す
る
爲
の
委
員
會 

が
設
け
ら
れ
た.
。
又
一
七
七
ニ
年
に
チ
ャ
I

マ
ン
タ
ゥ
ン(

こ
の
住
尻
は
主
に 

職
人)

力
ら
へ
ン
シ
ル
ヴ
ュ
ニ
ァ

^ -
#

に
宛
て
た

^
願

_

も

か

か

る

事

情

を

述
 

ベ
買
占
禁
止
を
要
望
し
て
ゐ
る
。
重
商
金
義
者
の
凡
て
の
他
の
型
の
法
令
が
 ̂

々
に
崩
れ
っ
っ
あ
っ.
た
時
に
、
こ
の
點
の
み
が
市
政
府
に
ょ
っ
て
強
化
さ
れ
た 

の
は
異
と
す
る
に
足
り
な
い
。
本
稿
に
於
て
は
食
料
品
價
格
を
め
ぐ
る
對
立
そ 

の
も
の
に
っ
い
て
は
觸
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
不
滿
は
殆
ん
ど
全
く
都
市
か
ら 

起
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
農
民
は
不
況
の
犠
牲
渚
で
は
な
い
と
い
ふ
事
實
丈
を 

指
摘
す
る
に
止
め
る
。
金
人
口
の
九
〇
％
が
直
接
農
業
に
ょ
っ
て
生
計
を
立
て 

て
ゐ
る
事
を
思
へ
ば
、
パ
リ
平
和
條
約
か
ら
獨
立
戰
爭
迄
の
時
期
に
は
、
大
部 

分
の
所
得
渚
は
繁
榮
し
て
ゐ
た
と
考
へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。(
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